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読
後
感
は
、「
大
河
小
説
」
の
よ
う
に
ず
っ
し
り
と
重
い
。
地
域

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
時
に
は

ア
メ
リ
カ
を
も
視
野
に
入
れ
、
時
代
は
近
世
か
ら
現
代
ま
で
、
い
く

つ
も
の
支
流
を
分
岐
し
、
ま
た
合
流
し
、
流
れ
の
遅
い
深
い
淵
、
浅

瀬
の
急
流
な
ど
を
抱
え
込
み
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
、
大
き
な
河
の

流
れ
の
よ
う
に
、
経
済
発
展
の
比
較
史
が
描
か
れ
る
。
経
済
発
展
モ

デ
ル
と
し
て
は
、
主
な
と
こ
ろ
で
は
、
マ
ル
サ
ス
─
リ
カ
ー
ド
の
収

穫
逓
減
論
へ
の
ス
ミ
ス
─
ヤ
ン
グ
─
マ
ー
シ
ャ
ル
収
穫
逓
増
論
の
対

置
が
あ
り
、
さ
ら
に
ガ
ー
シ
ェ
ン
ク
ロ
ン
の
後
発
性
利
益
論
、
ト

ム
・
ス
ミ
ス
の
前
近
代
経
済
成
長
論
か
ら
、
現
代
の
ポ
メ
ラ
ン
ツ
大

分
岐
論
や
杉
原
薫
労
働
集
約
的
工
業
化
論
ま
で
、
多
数
の
発
展
モ
デ

ル
が
検
討
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
背
景
と
し
て
二
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
る

歴
史
観
・
歴
史
認
識
の
変
遷
を
踏
ま
え
た
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
そ

こ
に
数
量
デ
ー
タ
の
再
吟
味
・
分
析
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
い
く
つ
も

の
論
点
が
折
り
重
な
る
よ
う
な
立
体
的
構
造
を
形
成
し
て
い
る
。

『
比
較
経
済
発
展
論
─
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
─
』
と
い
う
軽
や
か
な

表
題
か
ら
は
、
と
て
も
想
像
で
き
な
い
。
著
者
も
そ
の
辺
を
自
覚
し

て
い
た
か
の
よ
う
に
、「
は
し
が
き
」
で
、「『
比
較
経
済
発
展
論
』
と

い
う
タ
イ
ト
ル
と
「
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

の
組
み
合
わ
せ
か
ら
ど
の
よ
う
な
分
野
の
本
を
想
像
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
か
」
と
い
う
設
問
を
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
予
想
回
答
を
否

定
し
、
結
局
、
著
者
が
「
こ
の

年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
考
え
続
け
て

２０

〔
書

評
〕

斎
藤
修
著
『
比
較
経
済
発
展
論
─
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

─
』

大

島

真

理

夫
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き
た
い
く
つ
か
の
論
点
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
た
の
が
本
書
で
あ

る
」（
ⅷ
頁
）
と
い
う
結
論
に
至
る
。
重
く
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
タ
イ

ト
ル
は
、
た
と
え
ば
「
比
較
経
済
発
展
史
─
グ
ロ
ー
バ
ル
な
近
世
か

ら
近
現
代
へ
の
理
論
的
・
数
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
─
」
の
方
が
ふ
さ
わ

し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
基
本
的
に

歴
史
書
で
あ
る
。

も
っ
と
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
ス
ミ
ス
的
成
長
」
と
「
構
造

的
分
岐
」
の
二
つ
で
あ
る
。「
ス
ミ
ス
的
成
長
」
と
は
、
社
会
的
分
業

の
拡
大
に
よ
る
各
部
門
・
各
工
程
の
専
門
化
が
、
熟
練
の
蓄
積
だ
け

で
な
く
、
資
本
蓄
積
（
ソ
ロ
ー
的
成
長
）
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
的
成
長
）
を
誘
発
し
、
社
会
全
体
を
収
穫
逓
増
へ
と
導
く

プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
成

長
の
連
続
面
を
引
き
出
す
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
・
東
ア
ジ
ア
へ
も
適
用
で
き
る
普
遍
的
な
分
析

道
具
と
な
っ
て
い
る
。「
構
造
的
分
岐
」
は
、
ポ
メ
ラ
ン
ツ
の
「
大
分

岐
」
を
念
頭
に
置
き
、
近
世
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

同
等
性
、
一
八
○
○
年
頃
を
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
両
者
の
大
分
岐
を
主

張
す
る
ポ
メ
ラ
ン
ツ
「
大
分
岐
」
論
に
対
し
、
近
世
か
ら
近
現
代
を

貫
く
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
構
造
的
相
違
を
示
す
概
念
で
あ
る
。

第
Ⅱ
部
の
諸
章
で
、
ス
ミ
ス
的
成
長
の
パ
タ
ー
ン
に
お
け
る
対
照
的

と
も
言
う
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
が
分
析
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
相

違
は
近
世
段
階
に
お
い
て
す
で
に
存
在
す
る
「
構
造
的
分
岐
」
に
起

因
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
構
造
的
分
岐
が
何
に
起
因
す

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
探
求
さ
れ
て
い
な
い
が
、
評
者
は
、

お
そ
ら
く
気
候
風
土
と
い
っ
た
地
域
の
自
然
条
件
の
相
違
、
そ
し
て

そ
れ
に
大
き
く
規
定
さ
れ
る
地
域
の
農
業
と
農
村
社
会
の
あ
り
方
の

相
違
へ
と
つ
な
が
る
問
題
群
に
接
続
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

斎
藤
と
ほ
ぼ
同
世
代
に
属
し
、
一
九
世
紀
的
な
西
洋
中
心
史
観
に

対
す
る
距
離
の
取
り
方
や
社
会
経
済
史
学
会
を
舞
台
に
し
た
活
躍
と

い
う
共
通
性
を
も
つ
、
川
勝
平
太
や
杉
原
薫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
物
産

複
合
に
よ
る
比
較
文
明
史
」（
川
勝
）、「
ア
ジ
ア
間
貿
易
論
」・「
労
働

集
約
的
工
業
化
」（
杉
原
）
と
い
う
よ
う
な
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
を
展

開
し
て
き
た
の
に
対
し
、
斎
藤
の
場
合
、
大
き
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ヴ
に
関
わ
る
発
言
も
多
数
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
ま

で
は
、
前
著
『
賃
金
と
労
働
と
生
活
水
準
─
日
本
経
済
史
に
お
け
る

一
八
─

二
〇
世
紀
─
』（
一
橋
大
学
経
済
研
究
叢
書

、
岩
波
書
店
、
一

４８

九
九
八
年
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
数
量
経
済
史
の
手
法
に
よ
る

手
堅
い
実
証
研
究
や
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
関
わ
る
業
績
が
印
象
づ
け
ら

れ
て
き
た
が
、
今
回
の
著
書
は
、
い
よ
い
よ
「
斎
藤
グ
ラ
ン
ド
セ
オ

リ
ー
」
の
登
場
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
斎
藤
セ
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オ
リ
ー
は
、
川
勝
や
杉
原
が
一
点
突
破
的
で
鋭
角
的
な
議
論
を
展
開

し
た
の
に
対
し
、
斎
藤
ら
し
い
、
近
世
か
ら
近
現
代
に
至
る
、
細
部

に
ま
で
目
配
り
の
き
い
た
、
き
わ
め
て
重
厚
で
多
面
的
な
比
較
経
済

発
展
史
像
が
提
示
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序

比
較
経
済
発
展
論

第
Ⅰ
部

経
済
発
展
と
は
何
か

第
１
章

生
活
水
準
の
比
較
史

第
２
章

分
業
と
市
場
と
成
長
─
概
念
整
理

第
Ⅱ
部

近
世
の
経
済
成
長

第
３
章

生
活
水
準
の
異
文
化
間
比
較
─
一
人
当
り
産
出
高

と
実
質
賃
金

第
４
章

二
つ
の
ス
ミ
ス
的
成
長
パ
タ
ー
ン

第
５
章

所
得
格
差
の
動
向

第
６
章

家
族
経
済
と
土
地
・
労
働
市
場

第
Ⅲ
部

近
代
の
分
岐
と
収
斂

第
７
章

産
業
革
命
─
工
業
化
の
開
始
と
そ
の
波
及

第
８
章

諸
国
民
の
工
業
化

終
章

工
業
化
の
帰
結

序
は
、
書
名
と
同
じ
く
「
比
較
経
済
発
展
論
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

市
場
で
の
交
換
と
い
う
点
に
注
目
し
て
市
場
経
済
の
十
分
な
展
開
を

想
定
す
る
ヒ
ッ
ク
ス
＝
ブ
ロ
ー
デ
ル
的
近
世
経
済
観
と
、
人
口
増
加

と
土
地
利
用
率
の
上
昇
に
よ
る
農
業
発
展
と
い
う
ボ
ー
ズ
ル
プ
的
近

世
経
済
観
を
結
び
つ
け
る
結
合
環
が
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
分
業
論

で
あ
る
と
指
摘
し
、「
本
書
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
人
び
と
の

生
活
水
準
の
成
長
と
市
場
の
成
長
と
を
切
り
口
と
し
て
、
近
世
か
ら

近
代
の
工
業
化
の
時
代
ま
で
を
見
通
し
た
比
較
経
済
発
展
論
の
試
み

で
あ
る
」（
三
頁
）
と
述
べ
る
。
著
者
自
身
に
よ
る
総
括
に
対
し
て
評

者
が
異
を
唱
え
る
の
も
お
か
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
総
括
で
は
本

書
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
構
造
的
分
岐
」
の

守
備
範
囲
に
属
す
る
部
分
が
脱
落
し
て
し
ま
う
。
や
は
り
、「
比
較

経
済
発
展
論機

」
と
い
う
括
り
方
に
無
理
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で

あ
る
。「
構
造
的
分
岐
」
は
、
発
展
の
過
程
で
生
じ
た
分
岐
、
あ
る
い

は
発
展
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
分
岐
で
は
な
く
、
時
間
を
通
じ
て
そ

こ
に
存
在
す
る
分
岐
な
の
で
あ
り
、「
比
較
経
済
発
展
論機

」
と
い
う

括
り
の
中
に
は
入
り
に
く
い
。
評
者
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
比
較

経
済
発
展
史機

」
に
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
序
は
、

後
に
続
く
本
書
の
重
厚
な
内
容
に
比
し
て
、
少
々
、
あ
っ
さ
り
と
し

す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
が
、
そ
の
辺
に
原
因
が
あ
る
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と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
Ⅰ
部
は
、「
経
済
発
展
と
は
何
か
」
と
い
う
や
や
一
般
的
な
タ

イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
第
１
章
「
生
活
水
準
の
比
較
史
」
は
、

そ
の
前
半
で
は
、
収
穫
逓
増
的
発
展
あ
る
い
は
収
穫
逓
減
的
停
滞
と

い
う
よ
う
に
経
済
発
展
観
で
は
対
照
的
な
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
マ
ル

サ
ス
も
含
め
て
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知
識
人

が
共
通
し
て
、「
停
滞
の
ア
ジ
ア
、
発
展
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
比

較
史
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
近
世

段
階
で
の
両
者
の
経
済
発
展
の
同
等
性
を
主
張
す
る
近
年
の
グ
ロ
ー

バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
潮
流
、
と
く
に
ポ
メ
ラ
ン
ツ
に
代
表
さ
れ
る
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
学
派
の
画
期
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
同
時
に
、
実
証
的

な
生
活
水
準
比
較
の
方
法
に
つ
い
て
、
課
題
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
２
章
は
、
本
書
で
展
開
さ
れ
る
議
論
を
支
え
る
理
論
的
枠
組
み

が
提
示
さ
れ
る
章
で
あ
る
。
ま
ず
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
─
ア
リ
ン
・

ヤ
ン
グ
─
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
系
列
で
の
ス
ミ
ス

分
業
論
の
動
学
的
展
開
を
踏
ま
え
て
、
斎
藤
の
「
ス
ミ
ス
的
成
長
」

と
い
う
概
念
を
提
起
す
る
。
ス
ミ
ス
的
成
長
と
い
う
概
念
を
、
経
済

成
長
の
源
泉
に
関
す
る
分
類
学
と
し
て
提
唱
し
た
ジ
ョ
エ
ル
・
モ
キ

ア
の
解
釈
と
の
異
同
も
指
摘
さ
れ
る
。
評
者
は
、
モ
キ
ア
の
、
ソ

ロ
ー
的
成
長
、
ス
ミ
ス
的
成
長
、
投
入
増
大
的
（
ボ
ー
ズ
ル
プ
的
）
成

長
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
的
成
長
と
い
う
成
長
の
源
泉
に
関
す
る
分
類

学
は
、
支
持
し
た
い
が
、
近
世
か
ら
近
代
へ
と
連
続
す
る
経
済
発
展

モ
デ
ル
と
し
て
は
、
一
部
に
、
ソ
ロ
ー
的
成
長
や
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー

的
成
長
を
含
み
込
む
、
斎
藤
の
「
ス
ミ
ス
的
成
長
」
概
念
の
有
用
性

を
も
ま
た
理
解
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

第
２
章
の
後
半
で
は
、
ス
ミ
ス
的
成
長
概
念
が
二
つ
の
方
向
へ
拡

張
さ
れ
る
。
一
つ
は
賃
金
労
働
者
の
出
現
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
る
。

斎
藤
は
、
資
本
家
と
賃
金
生
活
者
の
関
係
を
、
垂
直
的
分
業
の
展
開

と
解
釈
し
、『
国
富
論
』
に
お
け
る
独
立
職
人
と
労
働
者
に
関
す
る

叙
述
を
手
が
か
り
に
し
て
、
自
営
農
家
の
所
得
造
出
能
力
と
人
口
圧

力
に
関
す
る
ボ
ー
ズ
ル
プ
の
議
論
、
消
費
の
側
面
か
ら
の
ド
・
フ

リ
ー
ス
の
「
勤
勉
革
命
論
」（
家
計
革
命
）
な
ど
を
取
り
込
む
。
も
う

一
つ
は
、
分
業
と
ス
キ
ル
の
関
係
に
つ
い
て
の
展
開
で
あ
り
、
労
働

集
約
・
ス
キ
ル
集
約
な
日
本
、
資
本
集
約
・
ス
キ
ル
集
約
な
英
国
、

資
本
集
約
・
ス
キ
ル
非
集
約
の
ア
メ
リ
カ
、
と
い
う
工
業
化
の
類
型

学
が
提
起
さ
れ
る
。
評
者
は
、
こ
の
二
つ
の
拡
張
に
は
異
論
が
あ
り
、

そ
の
点
は
後
述
す
る
。

第
３
章
か
ら
第
６
章
は
、
第
Ⅱ
部
「
近
世
の
経
済
成
長
」
と
し
て

括
ら
れ
る
。
第
３
章
は
、「
生
活
水
準
の
異
文
化
間
比
較
」
と
題
さ

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
の
生
活
水
準
比
較
の
実
証
的
な
方
法
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の
検
討
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
長
い
研
究
史
を
有
す
る
、
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
比
較
研
究
、
実
質
賃
金
の
比
較
研
究
を
サ
ー
ベ
イ

し
た
後
、
最
新
の
方
法
と
し
て
、
Ｒ
・
Ｃ
・
ア
レ
ン
が
創
始
し
、
斎

藤
を
含
む
複
数
の
研
究
者
の
協
力
に
よ
っ
て
精
度
を
増
し
て
い
る

「
生
存
水
準
倍
率
法
」
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
の
方
法
は
、
購
買
力
平

価
に
よ
る
実
質
賃
金
比
較
の
一
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ

る
実
物
的
消
費
パ
タ
ー
ン
の
相
違
と
い
う
困
難
を
克
服
す
る
た
め
に
、

一
人
一
日
一
九
四
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
い
う
熱
量
と
タ
ン
パ
ク
質
摂

取
量
八
〇
グ
ラ
ム
と
い
う
総
栄
養
摂
取
量
基
準
を
設
定
し
、
各
地
域

の
消
費
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
こ
の
水
準
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

貨
幣
額
（
年
額
）
を
分
母
と
し
、
分
子
は
、
名
目
賃
金
率
に
二
五
〇

日
と
い
う
年
間
想
定
労
働
日
数
を
乗
じ
、
想
定
家
族
員
数
の
三
で
除

し
た
、
一
人
当
た
り
年
間
収
入
額
と
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
数
値

（
倍
率
）
が
大
き
い
ほ
ど
、
実
質
賃
金
は
高
く
富
裕
で
あ
り
、
小
さ
け

れ
ば
実
質
賃
金
が
低
く
貧
困
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
数
値
（
倍
率
）
に
よ
っ
て
、
地
域
間
の
実
質
賃
金
の
比
較
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
斎
藤
は
、
ア
レ
ン
ら
に
よ
る
、
ロ
ン
ド

ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ミ
ラ
ノ
、
北
京
、
京
都
・
東
京
な
ど
の
数

値
の
比
較
を
紹
介
し
、
近
世
か
ら
二
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
、
西
欧
・

北
欧
の
高
水
準
、
南
欧
と
東
ア
ジ
ア
の
同
等
で
の
低
水
準
と
い
う
持

続
的
な
趨
勢
、
水
準
的
に
は
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
停
滞
な
い
し
若

干
の
低
落
傾
向
に
対
し
、
一
九
世
紀
後
半
、
ま
ず
、
西
欧
・
北
欧
が

上
昇
に
転
じ
、
二
〇
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
南
欧
と
日
本
が
上
昇
に
転

じ
て
、
中
国
が
取
り
残
さ
れ
る
、
と
い
う
傾
向
を
示
し
た
。
こ
の
事

実
そ
の
も
の
は
、
通
説
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は

な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
補
強
す
る
も
の
と
言
え
る
が
、
斎
藤
は
、
こ

の
事
実
そ
の
も
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
方
法
の
意
義
は
、
二

五
〇
日
と
い
う
想
定
年
間
労
働
日
数
の
適
否
、
本
人
お
よ
び
家
族
員

の
副
業
従
事
の
可
能
性
と
い
っ
た
生
計
費
稼
得
様
式
の
相
違
と
い
う

問
題
へ
の
研
究
を
誘
発
し
た
り
、
一
国
の
全
所
得
の
一
人
分
に
当
た

る
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
趨
勢
と
不
熟
練
労
働
者
の
生
活
水
準
を
表

示
す
る
生
存
水
準
倍
率
の
趨
勢
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
一
国
内
の
格

差
の
あ
り
方
と
い
う
問
題
の
国
際
比
較
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
、
応
用
範
囲
の
広
さ
を
示
唆
す
る
。
実
際
、
第
４
章
以
下
は
、

副
業
の
問
題
や
、
格
差
の
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
４
章
は
「
二
つ
の
ス
ミ
ス
的
成
長
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
る
。
こ
の

章
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
着
実
に
上
昇
し
て
い
く
の
に
対
し
、
実
質
賃
金
は
逆
に
低
下
す
る

と
い
う
「
近
世
西
欧
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」
に
対
し
、
両
者
が
緩
や
か
に

上
昇
し
た
徳
川
日
本
の
ケ
ー
ス
を
対
置
し
、
そ
の
原
因
を
探
る
。
そ
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し
て
、
西
欧
と
日
本
は
、
広
域
的
交
易
圏
の
形
成
と
遠
隔
地
貿
易
に

従
事
す
る
商
業
資
本
の
利
益
増
大

鎖
国
に
よ
る
国
内
市
場
中
心
的

vs

経
済
発
展
と
大
都
市
商
業
資
本
の
勢
力
低
下
、
大
都
市
の
発
展

城
vs

下
町
の
停
滞
、
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
形
成
的
プ
ロ
ト
工
業
化

小
農

vs

維
持
的
な
プ
ロ
ト
工
業
化
、
資
本
集
約
的
資
本
主
義
農
業

労
働
集

vs

約
的
小
農
民
農
業
、
顕
著
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
家
計
革
命

緩
や
か

vs

な
小
農
的
家
計
革
命
と
い
う
よ
う
な
、「
ス
ミ
ス
的
成
長
」
の
諸
側

面
の
対
照
的
な
パ
タ
ー
ン
を
検
出
し
た
。

第
５
章
は
「
所
得
格
差
の
動
向
」
が
比
較
分
析
さ
れ
る
。
北
西
欧

で
は
近
世
段
階
に
お
け
る
ジ
ニ
係
数
が
推
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
る
と
マ
ク
ロ
的
な
所
得
格
差
の
増
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
近
世
日
本
に
つ
い
て
は
同
種
の
推
計
は
非
常
に
困
難
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
斎
藤
は
、「
防
長
風
土
注
進

案
」
に
よ
る
総
所
得
額
推
計
か
ら
、
武
士
、
工
商
、
農
と
い
う
身
分

別
の
所
得
額
を
推
計
し
、
階
層
間
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
年

度
で
は
あ
る
が
、
長
州
藩
に
お
い
て
は
、
身
分
間
の
所
得
格
差
が
少

な
か
っ
た
こ
と
を
導
き
だ
し
た
。
こ
の
数
値
に
よ
っ
て
、
日
英
印
の

比
較
を
行
う
と
、
農
を
一
〇
〇
と
し
た
指
数
表
示
で
、
日
本
は
、
工

商
一
六
〇
、
支
配
者
一
七
七
、
で
あ
る
の
に
対
し
、
英
国
は
、
工
商

二
〇
五
、
支
配
者
四
六
八
（
軍
人
を
含
ま
な
い
場
合
六
〇
二
）、
イ
ン
ド

は
、
工
商
三
七
二
、
支
配
者
二
五
六
三
、
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

第
６
章
は
、「
家
族
経
済
と
土
地
・
労
働
市
場
」
と
題
さ
れ
る
。

要
素
市
場
を
め
ぐ
る
「
構
造
的
分
岐
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま

ず
、
西
欧
と
東
ア
ジ
ア
で
は
、
生
存
水
準
倍
率
で
比
較
し
た
実
質
賃

金
で
は
、
大
き
な
差
違
（

～

と
、

前
後
）
が
存
在
し
た
が
、
東

１.５

２.０

０.５

ア
ジ
ア
の
場
合
、
純
粋
な
賃
金
労
働
者
世
帯
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、

家
計
は
複
数
の
収
入
源
泉
か
ら
の
所
得
を
合
計
し
て
生
計
を
立
て
て

い
た
の
で
あ
り
、
家
計
の
可
処
分
所
得
と
い
う
レ
ベ
ル
で
比
較
す
る

と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
農
村
と
大
き
な
差
違
は
な
く
な
る
。
南
欧
で
も

同
様
で
あ
り
、
ポ
メ
ラ
ン
ツ
が
言
う
よ
う
に
「
大
分
岐
」
は
一
八
世

紀
に
は
生
じ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、「
北
西
欧
と
は
ま
っ

た
く
異
な
っ
た
生
計
稼
得
の
途
を
た
ど
っ
た
こ
と
の
歴
史
的
帰
結
で

あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
構
造
的
な
『
分
岐
』
の
結
果
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
」（
一
八
七
頁
）
と
指
摘
す
る
。
こ
の
章
の
後
半
で
は
、

西
欧
で
は
、
土
地
賃
貸
市
場
と
労
働
市
場
が
発
達
し
、
資
本
集
約
的

な
農
業
が
展
開
し
、
大
土
地
所
有
者
─
農
業
経
営
者
─
農
業
労
働
者

か
ら
な
る
、
農
業
資
本
主
義
の
成
立
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
東
ア

ジ
ア
で
は
、
地
主
小
作
関
係
は
広
範
に
展
開
す
る
が
農
業
労
働
者
は

皆
無
、
労
働
市
場
は
、
顕
著
な
農
家
副
業
の
展
開
と
い
う
形
で
発
達

し
た
、
と
い
う
よ
う
に
、
構
造
的
分
岐
は
根
深
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
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第
４
～
６
章
は
、
い
ず
れ
も
「
構
造
的
分
岐
」
に
関
わ
る
分
析
の
章

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
Ⅲ
部
は
、「
近
代
の
分
岐
と
収
斂
」
で
あ
る
。
第
７
章
は
「
産
業

革
命
─
工
業
化
の
開
始
と
そ
の
波
及
」
と
題
さ
れ
、
改
め
て
、
英
国

産
業
革
命
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
最
新
の

研
究
成
果
が
紹
介
さ
れ
る
。
鉄
や
石
炭
の
利
用
、
蒸
気
機
関
の
登
場
、

工
場
制
度
な
ど
、
視
覚
的
指
標
に
頼
っ
た
古
典
的
な
産
業
革
命
像
は
、

産
業
革
命
と
呼
ば
れ
た
時
期
に
、
英
国
の
国
内
総
生
産
成
長
率
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
色
あ

せ
て
き
た
。
そ
の
方
向
を
徹
底
し
た
の
が
ク
ラ
フ
ツ
の
推
計
で
あ
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
産
業
革
命
と
い
う
概
念
を
も
否
定
す

る
よ
う
な
研
究
動
向
す
ら
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
斎
藤
は
、
冷
静
に

彼
の
計
算
の
プ
ロ
セ
ス
ま
で
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
。
評
者
の
よ
う

な
非
専
門
家
に
は
、
非
常
に
有
益
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
産
業
革
命

の
結
果
、
産
出
量
が
急
速
に
増
加
す
る
が
、
製
品
単
価
も
大
き
く
下

落
す
る
よ
う
な
産
業
が
あ
る
一
方
、
産
出
高
も
単
価
も
緩
や
か
に
上

昇
す
る
よ
う
な
部
門
が
並
存
し
て
い
る
場
合
、
名
目
成
長
率
を
実
質

化
す
る
時
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
算
出
が
問
題
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
産
業
構
造
の
変
化
と
い
う
よ
う
な
点
で
の

古
典
的
産
業
革
命
像
は
、
こ
れ
を
捨
て
去
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

農
業
従
事
者
比
率
の
低
下
、
工
場
従
事
者
の
比
率
増
大
、
都
市
化
率

の
増
大
な
ど
も
、
同
様
で
あ
る
。
ク
ラ
フ
ト
型
産
業
の
分
厚
い
存
続
、

金
融
部
門
比
率
の
大
き
さ
の
指
摘
な
ど
は
あ
る
が
、
生
活
水
準
に
関

す
る
新
た
な
悲
観
説
に
も
言
及
さ
れ
、
本
書
で
の
斎
藤
の
英
国
産
業

革
命
論
は
、
古
典
的
産
業
革
命
像
復
権
の
試
み
と
言
っ
て
も
良
い
で

あ
ろ
う
。

第
８
章
は
「
諸
国
民
の
工
業
化
」、
つ
ま
り
、
英
国
産
業
革
命
の
各

国
へ
の
波
及
、
後
発
国
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
斎
藤
の
ス
タ
ン
ス
は
、
欧
州
諸
国
に
つ
い
て
は
工
業
化
の
単
純

な
波
及
で
は
な
く
、
域
内
分
業
の
展
開
を
伴
う
波
及
で
あ
っ
た
、
と

い
う
留
保
は
も
う
け
る
が
、
ガ
ー
シ
ェ
ン
ク
ロ
ン
の
後
発
性
の
利
益
、

ビ
ッ
グ
ス
パ
ー
ト
に
よ
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
い
う
視
点
を
評
価
し
、

同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
遅
れ
て
日
本

な
ど
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
一
人
当
た
り
産
出
高
や
労
働
生
産
性
の
英

国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
が
実
現
し
た
が
、
農
業
、
製
造
業
、
流
通
、

金
融
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
部
門
別
生
産
性
の
国
別
の
偏
差
、
ス
キ
ル

集
約
か
ス
キ
ル
節
約
か
な
ど
、
初
期
段
階
に
お
け
る
構
造
的
分
岐
の

結
果
と
し
て
の
径
路
依
存
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
日
本
の
経

験
に
つ
い
て
も
、
農
林
業
と
非
農
林
業
の
労
働
生
産
性
比
率
計
算
に

お
け
る
副
業
従
事
者
の
問
題
、
近
代
部
門
と
在
来
部
門
の
存
在
、
労
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働
者
の
規
律
や
ス
キ
ル
形
成
の
あ
り
方
な
ど
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
＝

収
斂
と
、
持
続
す
る
構
造
的
分
岐
の
諸
相
が
指
摘
さ
れ
る
。

終
章
で
は
、「
工
業
化
の
帰
結
」
が
整
理
さ
れ
る
。
項
目
と
し
て
、

生
活
水
準
、
平
等
と
不
平
等
、
市
場
経
済
化
と
社
会
変
容
、
管
理
と

規
律
の
時
代
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
三
者
に
つ
い
て
、
ど
の
点
に

つ
い
て
も
、
単
純
な
二
分
法
的
な
理
解
は
排
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

近
世
と
近
代
の
連
続
性
の
認
識
、
構
造
的
分
岐
に
よ
る
地
域
的
偏
差

の
存
在
な
ど
、
微
細
な
変
化
を
も
見
落
と
さ
な
い
、
斎
藤
の
緻
密
な

分
析
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
工
業
化
以
降
に
本
当
に
変

わ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
管
理
と
規
律
の
時
代
で
あ
る
と
し
、
そ
の

先
に
、
脱
工
業
化
社
会
の
到
来
と
そ
の
多
様
な
あ
り
方
を
予
想
し
て

い
る
。

き
わ
め
て
不
十
分
な
紹
介
で
あ
る
が
、
以
上
が
、
本
書
の
内
容
の

概
略
で
あ
る
。
評
者
が
「
大
河
小
説
」
と
感
じ
た
印
象
の
一
端
で
も
、

理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
し
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

「
は
し
が
き
」
で
、
著
者
は
、「
各
国
の
人
口
や
国
民
総
生
産
の
数

値
、
賃
金
と
物
価
の
デ
ー
タ
、
個
別
産
業
に
か
ん
す
る
発
展
の
ク
ロ

ノ
ロ
ジ
ィ
な
ど
、
い
く
ら
集
め
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
意
味
を
な
す
と

は
か
ぎ
ら
な
い
情
報
の
か
た
ま
り
に
意
味

機

機

を
与
え
た
い
と
い
う
想

い
」（
ⅶ
頁
）
を
述
べ
、
そ
れ
に
意
味
を
与
え
る
の
は
、
理
論
で
は
な

く
、
現
代
と
い
う
地
平
で
も
な
く
、
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
が
言
う
よ
う
な

未
来
が
判
断
基
準
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
考
え
な
ど
も
、
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
、
と
述
べ
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
評
者
は
、
経
済
や
社

会
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
、
現
代
が
直
面
す
る
問
題
、
未
来
へ

の
課
題
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
年
表
の
よ
う
に
無

味
乾
燥
な
過
去
の
事
実
に
意
味
を
与
え
る
の
が
、
歴
史
家
の
仕
事
だ

と
思
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
部
分
は
、
す
ぐ
に
は
納
得
で
き
な
か
っ

た
。
斎
藤
は
、
意
味
を
与
え
る
も
の
は
、「
累
積
的
な
過
去
の
過
程

そ
の
も
の
の
な
か
に
し
か
な
い
」（
同
頁
）
と
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
不
可
解
で
あ
っ
た
。

本
書
の
内
容
要
約
の
作
業
を
し
た
後
に
な
っ
て
初
め
て
、
こ
の
文

の
意
味
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
斎
藤
は
、
先
行
す

る
学
説
に
対
し
て
新
た
な
学
説
を
対
置
す
る
場
合
、
旧
説
が
間
違
っ

て
い
る
と
し
て
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
旧
説
の
根
拠
と
な
っ
て
い

る
事
実
（
デ
ー
タ
）
を
、
新
説
の
根
拠
と
な
る
事
実
（
デ
ー
タ
）
の
中

で
解
釈
し
、
新
説
に
よ
っ
て
旧
説
を
包
括
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス

を
取
る
。
た
と
え
ば
、
英
国
産
業
革
命
に
つ
い
て
、
視
覚
的
な
印
象

に
基
づ
く
古
典
的
な
断
絶
的
革
命
説
に
対
し
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長

率
の
推
計
に
よ
る
緩
や
か
な
連
続
的
成
長
過
程
と
い
う
新
説
を
対
置

し
て
も
、
旧
説
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
産
業
部
門
別
の
成
長
率
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や
物
価
上
昇
率
（
下
落
率
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
説
の

根
拠
と
な
っ
た
事
実
を
、
新
説
の
中
の
一
部
分
に
定
置
す
る
と
い
う

作
業
を
行
う
。
評
者
な
ど
で
あ
れ
ば
、
あ
っ
さ
り
と
「
一
九
世
紀
的

西
洋
中
心
史
観
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
付
け
て
批
判
し
去
っ
て

し
ま
う
、「
先
進
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
停
滞
の
ア
ジ
ア
」
と
い
う
観
念
に

し
て
も
同
様
で
あ
る
。
斎
藤
は
、
過
去
を
解
釈
す
る
学
説
で
は
な
く
、

過
去
の
事
実
そ
の
も
の
に
、
よ
り
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
過
去
の
デ
ー
タ
に
意
味
を
与
え
る
も
の
は

「
累
積
的
な
過
去
の
過
程
そ
の
も
の
の
な
か
に
し
か
な
い
」
と
い
う

言
説
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
あ
る
研
究
会
で
、
本

書
の
評
論
を
行
っ
た
際
、
デ
ィ
ペ
シ
・
チ
ャ
ク
ラ
バ
ル
テ
ィ
ー
の

Provincializing
E
urope

（D
ipesh

C
hakrabarty,

Provincializing

E
urope:PostcolonialT

houghtand
H
istoricalD

ifference,Princeton:

Princeton
U
niversity

Press,2000

）
を
念
頭
に
置
い
て
、
斎
藤
新
著

は
、R

e-centralizing
E
urope

で
は
な
い
か
、
と
い
う
放
言
を
行
っ

た
が
、
浅
薄
な
放
言
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
て
、
や
は
り
、
一
言
異
論
を
提
出
し
て
お
き

た
い
の
は
、
第
２
章
後
半
で
の
、
ス
ミ
ス
的
成
長
概
念
の
拡
張
に
関

す
る
部
分
で
あ
る
。
斎
藤
は
、
同
章
第
三
節
「
労
働
市
場
と
格
差
─

分
業
の
も
う
一
つ
の
側
面
」
で
、『
国
富
論
』
冒
頭
で
展
開
さ
れ
た
分

業
は
、
産
業
分
類
表
に
し
た
が
っ
た
水
平
（horizontal

）
方
向
の
分

業
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
賃
金
生
活
者
と
資
本
家
の
間
の
分
業
を
垂

直
的
（vertical

）
な
分
業
と
理
解
し
て
、
議
論
を
展
開
す
る
。
し
か

し
、
一
般
的
に
は
、
水
平
的
分
業
と
は
最
終
生
産
物
の
生
産
を
、
地

域
間
あ
る
い
は
企
業
間
で
特
化
し
て
行
う
場
合
を
言
い
、
垂
直
的
分

業
と
は
、
精
密
部
品
を
先
進
国
が
担
当
し
、
組
み
立
て
部
門
を
途
上

国
が
担
当
す
る
と
い
う
よ
う
な
工
程
間
の
分
業
を
言
う
の
が
普
通
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
用
語
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
資
本
─
賃
労
働
関

係
の
形
成
を
分
業
論
か
ら
展
開
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
、
評
者
は
、

要
素
投
入
パ
タ
ー
ン
の
変
化
の
問
題
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
一
つ
目
の
拡
張
に
続
い
て
、
第
四
節
「
分

業
と
ス
キ
ル
」
で
は
、
労
働
集
約
、
資
本
集
約
、
ス
キ
ル
集
約
と
い

う
点
で
の
工
業
化
の
類
型
学
が
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
、「
ス
ミ

ス
的
成
長
」
概
念
の
拡
張
で
は
な
く
、
各
国
の
要
素
賦
存
状
態
と
い

う
工
業
化
の
初
期
条
件
か
ら
説
明
す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、「
構
造
的
分
岐
」
と
い
う
概
念
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

斎
藤
は
、
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
プ
ロ
ト
工
業
化
の
時
代
』（
日
本
評

論
社
、
一
九
八
五
年
）
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
、「
西
欧
と
日
本
の
比
較

史
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
い
研
究
生
活
を
一
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貫
し
て
、
日
本
と
西
欧
を
中
心
と
し
た
比
較
経
済
史
に
最
大
の
関
心

を
置
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
書
も
、『
比
較
経
済
発
展

論
』
と
い
う
よ
う
に
「
比
較
」
と
い
う
語
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
著
作
と
同
様
に
、
本
書
で
も
、
多
数
の
内
外
の
論
者
の
議
論
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
本

書
を
読
み
進
む
に
し
た
が
っ
て
、「
構
造
的
分
岐
」
と
い
う
要
因
の

重
さ
を
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
本
書
で
の
「
構
造
的
分

岐
」
へ
の
ま
と
ま
っ
た
言
及
は
第
６
章
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
は
、
近

世
農
家
の
所
得
稼
得
様
式
に
関
わ
る
東
西
比
較
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
・
農
村
社
会
と
、
東
ア
ジ
ア
の
農
業
・
農

村
社
会
の
あ
り
方
の
対
比
で
あ
る
。
土
地
所
有
の
あ
り
方
、
農
業
へ

の
労
働
集
約
度
の
相
違
、
資
本
集
約
度
の
相
違
、
副
業
の
存
在
、
農

業
労
働
者
の
有
無
な
ど
の
問
題
群
に
関
わ
っ
て
、「
構
造
的
分
岐
」

が
指
摘
さ
れ
る
。
斎
藤
は
、
こ
の
構
造
的
分
岐
が
存
在
す
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
本
書
で
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
が
、
評
者
に
は
、
東
ア

ジ
ア
の
水
田
稲
作
社
会
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
畑
地
麦
作
社
会
と
い
う

相
違
が
、
こ
の
構
造
的
分
岐
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
よ

う
に
思
え
る
。
夏
作
物
と
冬
作
物
の
双
方
を
生
産
で
き
る
気
候
条
件
、

用
水
の
効
果
で
連
作
が
可
能
、
大
型
の
機
械
や
家
畜
の
導
入
が
不
要

な
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
極
小
な
水
田
で
、
家
族
労
働
に
よ
る
き
め

細
か
い
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
家
族
の
再
生
産
が
十
分
に

で
き
、
高
人
口
密
度
で
平
等
的
な
農
村
社
会
が
形
成
さ
れ
る
東
ア
ジ

ア
の
水
田
稲
作
社
会
と
、
冷
涼
な
気
候
条
件
の
も
と
、
休
閑
と
家
畜

の
排
泄
物
に
よ
る
地
力
回
復
が
不
可
欠
、
一
経
営
あ
た
り
数
十
へ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
が
必
要
な
た
め
、
当
初
か
ら
家
畜
が
牽
引
す
る
大
型

農
業
機
械
（
当
初
は
共
同
耕
作
）
が
必
要
で
、
標
準
的
農
業
経
営
者
と

小
屋
住
み
・
農
業
労
働
者
の
顕
著
な
二
層
化
が
進
み
、
そ
の
上
に
土

地
所
有
貴
族
・
地
主
階
級
が
権
勢
を
ふ
る
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
畑
地
麦

作
社
会
と
い
う
対
比
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
対
比
は
、
東
ア

ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
気
候
風
土
の
違
い
、
作
物
生
育
条
件
の
違
い

に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
評
者

は
、
五
年
越
し
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
経
済
史
上
の
近
世
と
い
う
時
代

に
つ
い
て
、
土
地
希
少
化
と
勤
勉
革
命
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
地

域
間
比
較
を
行
う
編
著
を
よ
う
や
く
刊
行
し
た
（
大
島
真
理
夫
編
著

『
土
地
希
少
化
と
勤
勉
革
命
の
比
較
史
─
経
済
史
上
の
近
世
─
』
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。
そ
こ
で
は
、
要
素
投
入
パ
タ
ー
ン
と
か
、

土
地
と
労
働
と
い
う
要
素
の
希
少
性
の
比
較
と
い
っ
た
経
済
学
的
な

概
念
を
使
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ロ
シ
ア
の
農
業
社
会
の
比
較
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現

時
点
で
は
、
土
地
希
少
化
の
進
行
度
合
い
と
い
っ
た
経
済
学
的
な
要
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因
よ
り
、
地
域
の
気
候
風
土
に
規
定
さ
れ
た
、
農
学
的
・
地
理
学
的

個
性
化
の
ベ
ク
ト
ル
の
方
が
ず
っ
と
強
力
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
動
揺
を
感
じ
て
い
る
。「
構
造
的
分
岐
」
論
は
、
こ
の
よ
う
な

風
土
の
問
題
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
、
斎
藤
の
今
後
の
研
究

の
展
開
を
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

末
尾
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
は
、
二
〇
〇
八
年
度
の
日

経
・
経
済
図
書
文
化
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
記
し
て
、
お
祝
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

斎
藤
修
著
『
比
較
経
済
発
展
論
─
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
─
』（
一
橋
大

学
経
済
研
究
叢
書

、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
三
月
刊
、
Ａ
５
判
、

５６

三
三
四
頁
、
本
体
価
格
五
、
二
〇
〇
円
）

二
○
○
八
年
度
・
第
五
一
回
「
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
」
受
賞

（
お
お
し
ま

ま
り
お
・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）


